




•そして、そのような基地が、「重要土地等調査
法」により「特別注視区域」などに指定される見
込みだということです。住民が国や軍からの監
視・調査の対象とされることは許せません。反戦
運動や報道を敵視する自衛隊が望んでいた法律で
もあり、敵基地攻撃の大軍拡路線をすすめる戦争
法はなくしていきましょう。

※小型無人機等飛行禁止法に基づく対象防衛関係施
設は2023年1月30日にさらに追加指定



2022年9月6日米軍経ヶ岬通信所の設置
に係る安全・安心対策連絡会の議事概
要から



ドローン禁止法で全国の防衛省関係施設は３１１か所、
米軍施設は４５か所が指定されている
ドローン禁止法での区域指定は３００mであるものが
重要土地等調査法での区域指定は１㎞
京都府内で重要土地等調査法の区域指定

→2023.12.26審議会で候補に、2024年２月施行？

輪島分屯基地は特別注視区域に指定されている

経ヶ岬通信所、経ヶ岬分屯基地（庁舎地区とレーダー地区）のドローン禁止法での３００mの図









「小型無人機等飛行禁止法」＝300m

「重要土地等調査法」＝1000m

調査した土地所有者230？

京都府内で３３＋１施設

所有者数1920？？

桂駐屯地ではどうなる







自衛隊に応募適齢者の個人情報を提供する自治体も増えて
いて、「戦闘人員の損耗」に対する「補充」の体制が広
まっています。

京都市は2019年から、18歳と22歳になる市民の個人情報
（名前・住所）を「宛名シール」の形式で自衛隊に提供し
ています（5年間で13万人を超える個人情報が自衛隊に）。

18歳から32歳までの住民の個人情報を自衛隊に渡した自治
体もあり、マイナンバーやデジタル化により「戦争協力事
務」が強まることが懸念されます。





２．自衛隊は、なぜ名簿提供を求めるのか

・共同通信（１９６６年９月１８日）＝「自衛隊員
募集のため、滋賀県が県下市町村で 住民登録票を
もとに、１８歳―２４歳の全青少年の職業、特技を
調査。隊員の「適格 者名簿」づくりをしているこ
とがわかり、問題となっている」
・１９６６年に、人海戦術の「街頭募集」から、地
方自治体の協力を得て行う「組織募 集」へ転換。
「組織募集の推進について（依頼）」、「組織募集
推進要領」を発出。
・「上野のポンビキ募集が世の指弾をあびたのも情
報不完全（年齢は応募適齢位だし、 身体も丈夫そ
うだ程度の）なまま『下手な鉄砲も数打てば当た
る』式に不特定多数に 働きかけたことが主因であ
り、年齢、身体的条件はもちろん、家庭状況その他
本人の 属する環境、就職の意思、自衛隊に対する
感情等十分な情報があって初めて効率よく、 しか
もトラブルなく直接広報が行い得るのである」（１
９６９年、防衛庁内部文書「隊 員補充の現況と問
題点」）

・有事の際の緊急募集態勢の構築も背景に。
→１９６３年「三矢研究」（「防衛徴集制度の確立（兵籍名簿の
準備・機関の設置）」、「大量募集のための全国警察機構・医療
保険組織の協力態勢」）

→「自衛隊による募集、隊力投入募集から、自治体募集、
部外との連携による募集に移してゆかなければならない。
一朝有事のさいには、自衛官による募集、隊力による募 
集というものは考えられない。この意味で平素から、市
町村募集、部外との連携によ る募集をやっていく」（１
９６５年、防衛庁人事局第二課長）
→「徴兵制は名簿から」は万国共通。

・しばらく忘れられていたが…毎日新聞が２００３年４月２２日に１面
トップで特報 ＝「防衛庁が自衛官などの募集に使うため、満１８歳を迎
える適齢者の情報を住民基 本台帳から抽出して提供するよう、全国各地
の自治体に３７年間にわたって要請し、 多数の自治体が応じていたこと
が分かった。一部の自治体は、家庭環境が推測される 情報を提供。また、
『健康状態』などプライバシー性の高い『センシティブ情報』の 提供を
取り決めた例もあった。総務省は『外部への提供は住民基本台帳法上の規
定が なく、望ましくない』と指摘。防衛庁は『住民基本台帳法で閲覧で
きる範囲は問題ないが、それ以外は是正したい』として、実態調査に乗り
出している」

→個人情報保護の観点から、自治体から提供を受ける適
齢者情報は、氏名、生年月日、 性別、住所の４情報に限
定。

２０１９・１１・２２ 京都 変貌する自衛隊―自衛隊への名簿提供問題から考える 布施 祐仁さんの資料から



少子化直撃・ハラスメント問題で自衛官採用に逆風…
最前線の「士」、予定の６割しか採用できず 2023/7/30 讀賣新聞オンライン

2018年10月1日



• 図1-6 自衛隊の医師、看護師、薬剤師の充足率と臨床経験。『「自衛隊医療」現場の真実 - 今のま
までは「助けられる命」を救えない -』より

低力価Ｏ型全血（ＬＴＯＷＢ）の
資料写真（米軍サイトより）
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